
1　事業の概要

①　成果目標（H25)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（繰越金）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

貸付金額

168,371

千円

就農施設等資金の新規貸付金額　170,000千円

Ｈ25
H26

目標

H24末

（実績）
目標 成果 達成状況

59,215 40,702

過去に貸付原資として一般会計から繰り入れた分の一

般会計への繰出金

27,795 29,611 20,351

合計 253,386

100%

(当初)

170,000

千円

(必要額)

73,507

千円

73,507

千円

達成

188,053

成果目標の達成状況

項目

必要融資実行率

事業番号 09 06 06 事業改善シート （25年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 農業改良資金貸付事業費　（農業改良資金特別会計）農業改良資金貸付事業費　（農業改良資金特別会計）農業改良資金貸付事業費　（農業改良資金特別会計）農業改良資金貸付事業費　（農業改良資金特別会計）
担

当

課

部局 農政部

 1 夢ある農業を実践する経営体の育成 実施期間 S31 ～

県が関与

する理由

目指す姿

現状

162,333

県関与の必要性あり

県民との協働による実施： 困難

【左記の説明、根拠法令等】

新たに就農しようとする者が研修等の就農準備を経て実際に就農するのに必要な資金を貸付け、

その者が農業に定着するまでを支援する必要がある。

課・室 農村振興課

総合５か年

計画

プロジェクト  E-mail noson@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

1-3　夢に挑戦する農業

新たに就農しようとする者が研修等の就農準備を経て実際に就農するのに必要な資金を貸付け、その者が農業に定着するまでを支援す

る。

農村における高齢化の進展や農業従事者の減少など農業を取り巻く環境の変化に伴い、農業の担い手の確保・育成の重要性が著しく増

大してい る。

資金の貸付け等により青年等の就農促進を図り、農業の健全な発展と農村の活性化を図る必要がある。

国庫補助金償還金

政府貸付金償還金

直接

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H25事業実績

H25 H26

（当初） （決算） （当初）

就農施設等資金の貸付け 直接 青年等の認定就農者の就農に必要な資金の貸付け 170,000 73,507 127,000

過去に貸付原資として国から交付を受けた補助金、貸

付金の国への償還金

55,591

一般会計繰出金 直接

291,827 253,386 188,053

合計（A) 250,469 188,053

25年度25年度25年度25年度 26年度

当初予算 250,469

補正予算 5,531

区　　分（単位：千円） 23年度 24年度

Aの

財源

291,827 258,917

概　算

人件費

0.70 0.70 0.70 0.70

5,781

118,156 289,880 162,333

5,781

0 0 0 0

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか

引き続き就農施設等資金の円滑な融資により新規就農者支援を推進していく。

農業経営基盤強化促進法の改正によりＨ26年度中に資金の貸付主体が県から日本政策金融公庫に変わるため、目標貸付金額をＨ25よ

りも減額した。

目標に対

する成果

の状況

貸付金額は目標額の43.2％に留まったが、貸付希望者の要望額に対して100％貸付けをしており、新規就農者が就農するにあたっての

資金需要に応じることができた。

H26目標については、必要額を融資できることが目的であるため変更した。

 概算事業費（B（A）+C） 123,937 295,661 168,114 193,834

5,781 5,781

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

予

算

額

前年度繰越

250,469 291,827 234,617 162,439

24,300 25,614


